
（別紙） 労務費ダンピング調査の実施方法

× を下回る

合理的な回答がない等

※ 合理的な回答（例）：ガイドラインp34や以下の例を参考にする。

• 現場条件が良く、官積算よりも生産性が高いことを想定している。
（例：現場への進入が容易、連続作業が可能、制約（規制等）が少ない）

• 施工箇所が本社所在地に近く現地状況に精通しており、効率よく施工できることを想定している。
• 同種工事の施工経験が豊富であり、官積算よりも効率化できることを想定している。 等

労務費等の適正性を確認する方法として、労務費ダンピング調査を実施する。

対象：令和８年４月１日以降に公告等を行う建設工事及び維持管理業務委託

＜リンク＞ 労務費ダンピングを防止するための公共発注者向けガイドライン（令和７年１２月）

契約

合理的
な回答
（※）

落札候補（落札決定等の手続きを行う） 履行不可あるいは
最低制限価格未満

図 労務費ダンピング調査の流れ

× 以上

再確認でも合理的な回答がない
（発注者から契約検査課に連絡）

（ページ番号：ガイドラインのページ）

労務費ダンピング調査の実施（ｐ ）
・落札候補者の直接工事費が、官積算額×0.97 以上か確認

理由の確認（ｐ ）
・発注者から落札候補者に理由を確認 理由書（p32）

・発注者から落札候補者に理由を再確認
（対面、メール等）

契約
（ただし、建設Ｇメンへ通報（ｐ ））

・発注者から落札候補者に改善を要請 要請書（p35）
・契約検査課が建設Ｇメンに通報

低入札価格調査又は最低制限価格との比較

開札

入札

失格

合理的な回答がない場合でも、法的に契約締結の効力が無効
となることはない。

https://roumuhi.mlit.go.jp/mlit-files/%E5%8A%B4%E5%8B%99%E8%B2%BB%E3%83%80%E3%83%B3%E3%83%94%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%82%92%E9%98%B2%E6%AD%A2%E3%81%99%E3%82%8B%E3%81%9F%E3%82%81%E3%81%AE%E5%85%AC%E5%85%B1%E7%99%BA%E6%B3%A8%E8%80%85%E5%90%91%E3%81%91%E3%82%AC%E3%82%A4%E3%83%89%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%B3.pdf

